
  

 

 

 

 

 

 

 

岩手県水産技術センター 

令和５年７月 

 

「岩手県ナマコ種苗放流の手引き」 



 

「はじめに」 

岩手県では、アワビ・ウニに続く磯根資源の栽培漁業対象種として、ナマコ

の増殖事業が取り組まれています。すでに、県内各地でナマコの種苗放流が行

われている一方で、放流場所や放流方法等を選定するための情報が不足してい

ました。 

そこで、岩手県水産技術センターでは、これまでの研究成果や他道県の研究

事例等を踏まえて、岩手県沿岸域において、より効果的にナマコを増殖させる

ための情報を整理した手引きを作成しました。本手引きの活用により、放流し

たナマコ種苗がより多く漁獲物として採捕され、漁家収入の向上につながるこ

とを期待しています。 

 なお、ナマコについては、まだまだ不明なことが多いことから、本手引きに

ついても最新の情報を反映させながら見直していきたいと考えています。 

 

令和５年 7 月 10 日：岩手県水産技術センター  
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（１）岩手県で漁獲・放流されるナマコの種類 

 

・岩手県で漁獲され、種苗放流が行われている種はマナマコ（学名：Apostichopus 

japonicus）です。一般に、マナマコは体色でアオ型（アオナマコ）、クロ型

（クロナマコ）、アカ型（アカナマコ）に分けられています（写真１）。平

成 19年に岩手県内 76地点で調査した結果、アオ型が 94.2％、クロ型が 3.9％、

赤型が 1.9％で、岩手県に生息するマナマコは多くがアオ型でした 1)。 

・アカ型はアオ型やクロ型と生態的に異なることが以前から知られていました

が、最近の研究ではアオ型とクロ型は同種のマナマコですが、アカ型は別種

であることが報告されています 2）。 

・岩手県や北海道に生息するアオ型のマナマコは他地域に生息するマナマコよ

りもイボ足が大きいという特徴があり、中国ではイボ足の大きな乾燥ナマコ

が好まれることから、岩手県ではこのアオ型の増殖が期待されています。ア

オ型のイボ足の大きさには個体差があり、岩手県に生息するものはイボ足が

大きいタイプと小さいタイプに分けられます（写真２）。前述の調査では岩

手県に生息するアオ型のマナマコの約９０％はイボ足が大きいタイプでし

た 1）。 

・（一社）岩手県栽培漁業協会で放流用として生産されている種苗は全てアオ型

のマナマコなので、本手引きではアオ型のマナマコを「ナマコ」として記述し

ています。 
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写真１ 岩手県に生息するマナマコの体色の違い 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

写真２ 岩手県に生息するアオ型のマナマコのイボ足の大きさの 

違い 
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（２）岩手県に生息するナマコの生態 

 

・岩手県に生息するナマコは、主に７月～８月にかけて日没後に産卵します。

後頭部にある生殖口から雄は精子、雌は卵を放出し体外受精します。受精卵

は翌日にはふ化し、浮遊幼生として２～３週間浮遊生活をしたのちに着底し

て底生生活を送るようになります（図１）。 

・岩手県沿岸では、水深 25ｍ以浅の砂が少し混ざる転石帯等の岩礁域にナマコ

が多く生息しています 1）。小さいうちは主に水深の浅い岩礁域に生息し、成

長とともに深い場所や砂泥域にも生息範囲を広げていると考えられます。 

・岩手県に生息するナマコは、国内の他の地域と同様に産卵期後の高水温期に

は摂餌行動を行わない「夏眠」と呼ばれる状態になり、体重が減少します。

水温が低下する秋以降に摂餌を再開し、体重が増加するサイクルを繰り返し

ながら成長していきます。 

・ナマコの餌料は多様ですが、主に付着珪藻、枯れた海藻の堆積物、砂泥中の

有機物等を無選別に取り込んで餌料としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ナマコの一生 
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（３）放流場所 

 

① 底質 

・放流場所は、稚ナマコの生育に適した底質を選択することが最も重要です。 

・流されやすい砂や泥の場所ではなく、稚ナマコの隠れる場所が多い、転石帯

や隙間の多い岩礁地帯に放流しましょう。 

・小さな礫や転石の海底に大きめの転石が埋没しているような場所は、稚ナマ

コの良好な育成場所となります 3）（写真３）。 

 

写真３ ナマコの放流場所に適した隠れる場所が多い転石帯 
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②放流水深と餌料環境 

・水深 10ｍ以浅を目安にして、あまり深い場所への放流は行わないようにしま

しょう。 

・天然海域では潮間帯の転石に多くの稚ナマコが生息することが知られていま

す 3-4)。また、北海道での事例では、ナマコは水深 6～12ｍの水深帯に高密度

で分布し、深場（9～12ｍ）より浅場（水深 6～9ｍ）で小さい個体が多く分

布することが報告されています 5)。 

・岩等に繁茂した珪藻や枯れた海藻の堆積物等が稚ナマコにとって良好な餌料

となることから、珪藻や海藻が繁茂する場所、堆積する場所は放流場所に適

しています。基本的には水深が浅い場所の方が、稚ナマコにとって餌料環境

が良いと考えられます。 

 

③ 潮流及び波浪の影響 

・放流した稚ナマコの減耗要因として、波浪による流出が大きいと考えられて

います。出来るだけ、潮流が弱く、波浪の影響を受けにくい静穏域に放流し

ましょう。 

・波浪の影響が少ない港湾内も放流場所として有効です。 

・波浪の影響が大きい場所に放流する場合は、潮間帯等の波浪の影響を受けや

すい水深帯への放流は避けましょう。 
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④ 河川水の影響 

・河川水の影響を受ける漁場では、増水時に低塩分になる潮間帯等への放流は

避けましょう。 

・体長約 20ｍｍの稚ナマコを水温 20℃下で、塩分濃度 10 パーミルの低塩分の

海水に 24 時間浸漬すると 84％が死亡した事例が報告されています 6）。 

 

⑤ 人工魚礁の利用について 

・ホタテやカキの貝殻等を付着基質とした人工魚礁を設置して稚ナマコを放流

する方法も効果的です。 

・人工魚礁を利用することで放流する稚ナマコに対する波浪の影響が軽減され

るとともに、珪藻等の繁茂による初期餌料の供給が期待されます。 

・岩手県内の漁港内に設置したホタテの貝殻を付着基質とした人工魚礁に放流

した体長 30ｍｍの稚ナマコについて、遺伝標識により追跡調査した結果、放

流の約２年後でも一部の放流個体は漁港内に拡散して生存していることが

確認されました 7）。 

 

⑥ 放流場所と漁獲場所の関係について 

・ナマコの漁獲が多い場所が稚ナマコの放流に適しているわけではありません。

①～⑤を参考に稚ナマコの生育に適した場所に放流しましょう。 

・北海道の事例では、放流３年後に放流場所から２ｋｍ以上離れた漁場での漁

獲が確認されています 8）。稚ナマコの生育に適した場所に放流すれば、成長

段階に応じて移動し漁獲されることが期待できます。もちろん、ナマコを採

捕する漁場に出来るだけ近い放流適地に放流する方が成長後の効率的な漁獲

加入が期待できます。 

―６－ 



（４）放流時期 

 

・ナマコの活性が低下して成長が停滞する高水温期の放流は注意しましょう。 

・ナマコは高水温期に活力が低下し、夏眠することが知られています。5g 以下

の稚ナマコは夏眠しないと言われていますが 9)、岩手県水産技術センターで

約１歳の稚ナマコ（14～55ｍｍ：0.1～6.3ｇ）を岩手県海域の自然水温で１

年５カ月間飼育した結果、月間の平均水温が 15℃を超える７～８月に成長に

対する高水温の影響が表れ始め、18℃を超える８月～10 月には体長が減少

し、15℃以下の下がる 11 月頃に回復することが確認されています 10）。 

 

（５）放流サイズ 

 

・体長 20～30ｍｍを目安に大型個体を放流しましょう。 

・岩手県内の築堤式アワビ養殖場に異なるサイズのナマコ種苗を収容し、１年

後の回収率を比較したところ、20.3ｍｍの種苗が 8.2％、31.5ｍｍの種苗が

35％、52.0ｍｍの種苗が 67％となり、サイズが大きい種苗ほど回収率が高く

なることを確認しています 11,12）。また、長崎県の事例では大サイズ 26.2ｍｍ

と小サイズ 14.2ｍｍのナマコ種苗を放流した比較で放流 257 日後の生残率が

大サイズの 6.4％に対して小サイズは 0.3％と報告されています 13）。北海道で

の事例でも平均体長 15.6mm の種苗と 29.4ｍｍの種苗を放流した追跡調査の

結果から、放流サイズを 30ｍｍ以上とすることで高い残存率が期待できるこ

とが報告されています 14)。これらの事例から、概ね 20ｍｍ未満の種苗と比較

して 30ｍｍ前後の種苗では初期の残存率や生残率が向上することが期待さ

れます。一方で、大型種苗は生産経費がかかることから、採算性を確保する
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ためには、適切な放流を心掛け、回収率の向上に努める必要があります。 

 

（６）放流方法 

 

・船上からのバラマキ放流は行わないようにしましょう。 

・稚ナマコは比重が軽く、海水中での沈降に時間がかかるため、船上からバラ

マキで放流すると、海底に到着する前に潮流によって流され、目的とする底

質の海底に着底できずに初期減耗の要因となります（図２）。 

・潜水放流は最も確実に適地放流できる方法です。 

・潜水放流が出来ない場合には、ビニール袋を用いた簡易的な放流器による放

流方法が北海道で開発されています 8）（図３）。 

 

 

図２ 船上からのバラマキ放流による初期減耗のイメージ 
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図３ 北海道で開発された簡易放流器の事例 8)を参考に記載 

 

① ビニール袋の端に重りを結びつける（青紐）。 

② ビニール袋に稚ナマコと海水を入れ、紐をつけた輪ゴムで縛る（赤紐）。 

③ ビニール袋を海底に降ろし、海底に着いたら赤紐を引いて輪ゴムを外す。 

④ 青紐を上下させて稚ナマコを海底に放流する。 

＊輪ゴム付の紐と、重り付きの紐は回収して再利用できます。 
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（７）放流密度 

 

・放流後の生息密度が過密にならないように分散して放流しましょう。 

・過密に放流すると餌料が競合して成長の停滞や初期減耗の要因となります。 

・放流密度に明確な基準はありませんが、放流する転石帯等が狭い範囲であれ

ば放流数を抑える必要があります。 

 

（８）外敵生物の影響 

 

・転石帯等の隠れる場所があると外敵生物からの食害が軽減されます。 

・ナマコはサポニンと呼ばれる魚毒性がある物質を体内に持っていることから、

一般に魚による食害は少ないと考えられていますが、イトマキヒトデ、イシ

ガニ、ツマベニホンヤドカリ等に加え、マコガレイ、カワハギ等の魚類も稚

ナマコを捕食することが報告されています 8,15-17）。一方で、敷石や玉石等の

隠れ場所があると、これらの食害は大幅に減ることが分かっています 8,16,17）。 

・イトマキヒトデは体長 40ｍｍ以上のマナマコはあまり食べないことが報告さ

れています 15）。出来るだけ大型の個体を放流して早く成長させることで、外

敵生物の食害が減ることが期待されます。 

 

 

（９）種苗の取扱い 

 

・ナマコ種苗は高水温や水温変化に弱いので、運搬の際は発泡スチロール箱等

を使用しましょう。気温が高い時期には保冷材等を利用して発泡スチロール
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箱等の庫内温度が上昇しないよう注意しましょう。保冷材等を使用する際は

保冷材等が稚ナマコを入れたビニール袋に直接触れないようにウレタンマッ

ト等を間に挟みましょう。また、厳冬期は種苗の凍結にも注意しましょう。

庫内温度は 5～15℃を保つようにしましょう 1)。 

・ナマコ種苗を入れたビニール袋を重ねると下の袋に入れたナマコが圧迫され

るので、重ねないようにしましょう。 

・運搬後は、できるだけ速やかに放流しましょう。 

 

（１０）ナマコの成長特性と放流効果 

 

・放流したナマコ種苗は、転石の奥等に隠れて生息し、そこから少しずつ成長

する個体が現れて、資源を長期間下支えすることが分かってきました。 

・稚ナマコは成長のバラツキが非常に大きく、岩手県水産技術センターでの飼

育試験でも、成長せずに生残し続ける稚ナマコが多く確認されています（写

真４）。しかし、それらの成長が停滞している小さな個体でも飼育を継続し

ていると急に成長を始める個体が出現し、一旦成長を始めると急速に大きく

なります 10)。 

放流した稚ナマコでも同じようなことが起こっていると考えられます。放

流した稚ナマコは、転石等のかなり奥まで隠れることから、潜水調査等での

発見率が低く、調査による放流効果が分かりにくい特徴があります。しかし、

転石の奥等で成長せずに生残している稚ナマコが徐々に表面に現れて成長し、

少しずつ漁獲加入してくることが期待されています。遺伝標識した稚ナマコ

を長期間追跡調査した北海道での事例では、放流した稚ナマコが放流後２～

３年後から漁獲され、その後 10 年間安定して漁獲され続けたことが報告され
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ています 18)。 

・ナマコは生育環境により成長が長期間停滞したり体の大きさが減少したりす

るので、体の大きさから年齢を推定することは困難ですが、同じ北日本海域

の青森県や北海道での事例 18,19)から推察すると、岩手県沿岸の場合、成長の

良い個体は２～３歳で 100g 以上となり漁獲加入し始めると考えられます。

適切に放流された種苗は、少しずつ長期間にわたって漁獲され続けることが

期待されます（図４）。 

 

写真４ 同じ日に生まれた稚ナマコの成長のバラツキ 

  

 

 

 

 

 

 

ナマコは順調に成

長したり、成長が

停滞したり、縮ん

だりしながら大き

くなります。 

 

―１２－ 



          放流種苗は少しずつ漁獲サイズに成長し、長期間漁獲される。 

                        

 

 

 

 

 

        放流種苗は多くの個体が漁獲サイズに成長する年を中心に

漁獲される。 

                      

 

 

 

 

  

アワビ等はナマコより個体間の成長差が少ないので、平均的な成長の個体

が漁獲サイズになる年の前後に漁獲加入がピークになり、その後は漁獲加

入が減少していく。 

 

図４ 放流したナマコ種苗が漁獲に加入していくイメージ 
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ナマコの資源を効率的に増やすために、 

ナマコ種苗を適切に放流しましょう。 
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